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No.6 

 
五
月
十
九
日
（
木
）
、 

 
一
年
生
の
自
然
体
験
学

習

が

実

施

さ

れ

ま

し

た
。
今
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
を
鑑
み
、

日
帰
り
で
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で

も
、
天

候

に

恵

ま

れ
、
午

前

中

の

カ

ッ

タ

ー

実

習
、
午

後

の

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
予

定
ど
お
り
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ

ら

の

活

動

を

通

し

て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「
ふ

れ

あ

お

う

自

然
、
つ

く

ろ

う

思

い

出
、
深
め
よ
う
絆
」
が

実
感
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
自
然
体
験
学

習
で
得
た
こ
と
を
、
今

後
の
学
校
生
活
に
活
か

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

今
年
度
も
様
々
な
学

校
行
事
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
「with 

コ

ロ
ナ
」
を
基
本
と
し
、

工
夫
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。 

自
然
体
験
学
習 

 
 
 
 
 
 
 

 

二
十
一
日
（
火
）
・
二
十

二
日
（
水
）
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
は
も
う
一

か
月
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

い
つ
か
ら
準
備
を
始
め

ま
す
か
？ 

 

二
年
生
と
三
年
生
は
、

五
月
十
九
日
（
木
）
・
二

十
日
（
金
）
に
、
一
年
生

は
、
自
然
体
験
学
習
の
関

係
で
二
十
六
日
（
木
）
・

二
十
七
日
（
金
）
に
今
年

度
最
初
の
定
期
テ
ス
ト
で

あ
る
、
中
間
テ
ス
ト
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

結
果
も
大
切
で
す
が
、

計
画
的
に
学
習
を
進
め
る

こ
と
を
学
ぶ
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。 

 

期
末
テ
ス
ト
は
、
六
月

 

今
年
度
の
生
徒
総
会

も
、
テ
レ
ビ
放
送
を
通

じ
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。 

 

生
徒
会
本
部
の
生
徒

が
中
心
と
な
り
、
生
徒

会
本
部
役
員
、
各
専
門

委
員
会
の
委
員
長
、
各

部
活
動
の
部
長
か
ら
議

事
が
提
案
さ
れ
、
承
認

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
「
自
分
た
ち
の

赤
中
を
よ
り
良
く
し
て

い
こ
う
」
と
い
う
生
徒

の
強
い
気
持
ち
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

ま

た
、
生

徒

総

会

後
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
登
録
式
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
気

付
き
、
考
え
、
行
動
す

る
」
と
い
う
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の

精
神
を
、
今
後
も
活
か

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

訂正です 
 「赤心」第５号で

生徒の氏名に間違え

がありました。 

 正しくは、『剣道 女子 個人 第９位

（県大会出場） 鈴木紫音』です。 

申し訳ありませんでした。訂正をお願いしま

す。 

～
一
年
生
～ 


